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３月１日付けで院長に就任致しました小林 士郎（こばやし しろう）でご

ざいます。４０年に渡り地域医療を支えてこられた、土井紀弘理事長先生

を始めとするすべてのスタッフの方々のご努力に、心より敬意を表する

とともに、その重責に身の引き締まる思いで一杯です。

私は日本医大を卒業後、近代脳外科の父と呼ばれておりますクッシン

グ教授に憧れて、脳外科を専攻しました。日本医大脳外科及び、救命救

急センターで研鑽を重ねた後、米国のミズーリ大学及びカリフォルニア

大学に留学して米国の現状を勉強して参りました。帰国後、日本医大千

葉北総病院（６００床）の立ち上げに参画し、脳外科を千葉県内で最も手

術件数の多い（４３０例/年）施設に発展させました。教授退官後は成田リ

ハビリテーション病院の初代院長を拝命し、平均稼働率が９５％を越える、

千葉県屈指のリハビリテーション病院として、認められるように頑張って

参りました。

私は高校、大学を通じてラグビーに真剣に取り組み、日本医大ではキャ

プテンを経験し関東医歯薬リーグ１７連勝の偉業を成し遂げました。そこ

で学んだ事は、チームの目標に向かって全員が

『 Ｏｎｅ ｆｏｒ ａｌｌ, Ａｌｌ ｆｏｒ ｏｎｅ

（一人はみんなのために、みんなは一つの目的のために）』

の精神で協力し合う事の重要性でした。

今後は当院のキャプテンとして、先頭に立ち邁進してまいりたいと思っ

ております。
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２
０
２
５
年
４
月
よ
り
平
和
台
病
院

整
形
外
科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
佐

藤
陽
介
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
地
域
医
療
に
還
元
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
を
卒
業
後
、
同

整
形
外
科
に
て
一
般
整
形
を
学
ん
だ

の
ち
、
整
形
外
傷
を
専
門
的
に
深
め
る

た
め
、
札
幌
徳
洲
会
病
院
整
形
外
科

外
傷
セ
ン
タ
ー
に
５
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
多
発
外
傷
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷

な
ど
を
中
心
に
手
術
・
管
理
に
携
わ
り
、

現
在
も
同
院
に
非
常
勤
と
し
て
勤
務

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総

病
院
・
本
院
に
て
整
形
外
傷
手
術
に
従

事
し
な
が
ら
、
救
急
医
と
し
て
も
経
験

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
外
傷
診
療
を
中
心
に
、
手
外

科
疾
患
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
注
射

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
局

所
治
療
の
精
度
向
上
に
も
努
め
て
お

り
ま
す
。

平
和
台
病
院
で
は
、
外
来
、
手
術
、
術

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
た
診
療
体

制
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の

先
生
方
と
連
携
し
、
必
要
な
医
療
を
確

実
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
・
ご
相
談

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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私たちの生活に欠かせない「手」は、物

をつかむ、書く、触れるなど、さまざまな

動きに対応する緻密な構造と機能を持っ

ています。その手に痛みやしびれ、動き

の障害が生じると日常生活に大きな支

障をきたします。こうしたトラブルを早期

に診断・治療して手の機能を回復させる

のが「手の外科」です。

手の構造は非常に複雑で、２7本の骨、

３４の筋肉、１00以上もある靱帯が集ま

り、繊細な動きを可能にしています。意

外なことに、指の中には筋肉がなく、手

のひらや前腕の筋肉と腱が連動してい

る操り人形のような仕組みです。

「手の外科」で対象となる疾患は、骨折

や脱臼、腱や神経の断裂、バネ指やしび

れ、手指の先天異常、さらには腫瘍や感

染症まで多岐にわたります。手を休めて

も違和感や痛みを感じることがあったら、

放置せずに専門医に相談してみましょう。



は
じ
め
に
～
薬
剤
部
の
ご
紹
介
～

平
和
台
病
院

薬
剤
部
は
、
薬
剤
師
14
名

事
務
職
員
（
補
助
者
）
２
名
の
計
16
名
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
薬
剤
部
で
は
、
調
剤

や
製
剤
を
は
じ
め
、
医
薬
品
管
理
、
病
棟

で
の
服
薬
説
明
、
抗
が
ん
剤
調
製
、
医
薬

品
情
報
の
提
供
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
院
内
に
は
様
々
な
職
種
で
構
成

さ
れ
る
委
員
会
が
あ
り
、
そ
の
多
く
の
委

員
会
に
薬
剤
師
も
参
加
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
感
染
委
員
会
や
医
療
安
全

管
理
委
員
会
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、

褥
瘡
対
策
委
員
会
等
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
処
方
確
認
、
処
方
提
案
、
患
者
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
薬
物
療
法
の
有
効
性
向
上
、

副
作
用
回
避
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

当
院
は
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
幅
広

い
疾
患
、
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
が
通
院
・

入
院
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
場
面
・
ど
の

患
者
さ
ん
に
お
い
て
も
医
薬
品
の
安
全
・

安
心
な
適
正
使
用
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
薬
に
関
す
る
こ
と
で
疑
問
や
不
安
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。
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薬剤部のスタッフと共に（後列中央が筆者）



長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
と
は
？

ち
ょ
う
き
し
ゅ
う
さ
い
ひ
ん

せ
ん
て
い
り
ょ
う
よ
う

医
薬
品
の
自
己
負
担
の
新
た
な
仕
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
長
期
収
載
品
と
は
、
特
許
期
間
が

過
ぎ
て
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
、
後
発
医

薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が
製
造
・

販
売
さ
れ
て
い
る
先
発
医
薬
品
の
こ
と
で
、

こ
の
長
期
収
載
品
が
２
０
２
４
年
１
０
月

１
日
か
ら
選
定
療
養
※
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
あ
る
先
発
医
薬
品
を
、
「
医
療

上
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
」
な
ど
を
除
い

て
、
患
者
様
が
希
望
す
る
場
合
に
、
「
特
別

な
料
金
」
を
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

特
別
の
料
金
と
は
？

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
に
お
け
る

「
特
別
の
料
金
」
と
は
、
後
発
医
薬
品
の
価

格
に
基
づ
い
た
通
常
の
自
己
負
担
分
（
１

～
３
割
）
に
加
え
て
長
期
収
載
品
と
後
発

医
薬
品
の
価
格
差
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ

る
も
の
で
、
例
え
ば
、
先
発
医
薬
品
の
価

格
が
１
錠
１
０
０
円
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

の
価
格
が
１
錠
60

円
の
場
合
、
差
額
40

円

の
４
分
の
１
で
あ
る
10

円
を
、
通
常
の
１

～
３
割
の
患
者
負
担
と
は
別
の
「
特
別
の

料
金
」
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
制
度
は
、
後
発
医
薬
品
の
さ
ら
な

る
普
及
を
通
じ
て
患
者
様
の
医
療
負
担
を

軽
減
し
、
医
療
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
選
定
療
養
と
は
、
保
険
診
療
と
の
併
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
療
養
の
う
ち
、
特
別
の
療
養
環
境

（
差
額
ベ
ッ
ド
）
、
予
約
診
療
、
時
間
外
診
療
な
ど

の
い
く
つ
か
を
含
む
も
の
で
、
患
者
様
か
ら
料
金

を
徴
収
す
る
際
の
要
件
（
料
金
の
掲
示
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
（
長

期
収
載
品
）
の
選
定
療
養
に
つ
い
て
（
厚

生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
）
は
こ
ち
ら
か
ら
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